
 人
ひと

と人
ひと

とのコミュニケーションに使
つか

うのは、言葉
ことば

だけではありません。 

たとえば、わたしたちは、ジェスチャーでも気持
きもち

を伝
つた

え合
あ

っています。 

 でも、ジェスチャーは、国
くに

によっていろいろちがいます。 

ある国
くに

の人がよく使
つか

うジェスチャーが、他
ほか

の国
くに

の人
ひと

にはわからないこともありますね。 

 では、日本
にほん

ではどうでしょう。 日本人
にほんじん

はジェスチャーが少
すく

ないといわれています。

でも、よく見
み

ると、日本人
にほんじん

もいろいろなジェスチャーをしています。 

 きょうは、日本人
にほんじん

がよく使
つか

うジェスチャーについて、考
かんが

えてみましょう。 

 
 
 

※ あなたの国
くに

のジェスチャーを紹介
しょうかい

してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



① 親指
おやゆび

を、たてる。                （   ） 

      何
なに

かがうまくいった時
とき

、相手
あいて

をほめる時
とき

に使
つか

う。  

    
       ｢グー」、 「いいね」 など。 

 

② 親指
おやゆび

と人
ひと

さし指
ゆび

で、輪
わ

をつくる。         （   ） 

   オーケーだと伝
つた

える時
とき

などに使
つか

う。  

   「オーケー」、 「大丈夫
だいじょうぶ

」 など。 

 

③ 人
ひと

さし指
ゆび

と中指
なかゆび

で、Ｖをつくる。         （   ）  

   写真
しゃしん

をとる時
とき

、勝負
しょうぶ

に勝
か

った時
とき

などに使
つか

う。 

    
     「      」 

 

④ 体
からだ

の前
まえ

で、両方
りょうほう

の腕
うで

を交差
こうさ

させる。×
ばつ

をつくる。 （   ） 

     相手
あいて

にダメだと伝
つた

える時
とき

に使
つか

う。 

    
     「ダメ」、 「バツ」 

 

⑤ 顔
かお

の前
まえ

で、両方
りょうほう

の手
て

のひらを合
あ

わせる。     （   ） 

   何
なに

かを頼
たの

む時
とき

、あやまる時
とき

などに使
つか

う。 食事
しょくじ

を始
はじ

める時
とき

に使
つか

う人も。 

 
  「         」、  「        」        「        」 

 
 
 
 



⑥ 手
て

のひらを、口
くち

にあてる。            （   ） 

   何
なに

か思
おも

い出
だ

した時
とき

、失敗
しっぱい

した時
とき

など。 笑
わら

う時
とき

にも使
つか

う。 

   「あっ、忘
わす

れてた！」、 「いけない！」など。 「アハハ・・・」など。 

    
 

⑦ 人
ひと

さし指
ゆび

で、自分
じぶん

の顔
かお

をさす。         （   ） 

   自分
じぶん

のことだと言
い

いたい時
とき

、「わたし？」ときく時
とき

など。 

   
     「それ、わたしです」、 「わたしですか？」 

 
 

⑧ 人
ひと

に、両方
りょうほう

の手
て

のひらを向
む

ける。        （   ） 

 相手
あいて

を止
と

める時
とき

、何
なに

かをことわる時
とき

に使
つか

う。 

 「ちょっと待
ま

ってください」、 「それは、ちょっと（できません）」など。  

 

⑨ 人
ひと

の前
まえ

を通
とお

る時
とき

に、手
て

のひらをたてる。     （   ） 

   人の前
まえ

や 間
あいだ

を通
とお

る時
とき

に使
つか

う。 

    
     「            」、 「         」 

 


